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p面jaという言葉を解明することによって，言語学的のみならず宗教史的に

も重要なひとつの問題が解決されることが約束されている。この言葉は，今日

のヒンドゥー語における宗教的語彙のなかで，神性を，とりわけその像や象徴

物を崇拝する営み，そして供犠を伴う多かれ少なかれ複合化された崇拝を表わ

す名称として用いられている。つまりこれは祭儀の中心的概念を表示する言葉

なのである。ところで，礼拝の一形式であるこの崇敬を，ヴェーダの荘重な

yajiIa[讃歌を伴う祭式］に源を持つものであると簡単に考えるわけにはいか

ない。いくつかの原始的な，あるいは少なくとも民族的な特性を備えているこ

とが多いからである。St.Konowの見解によれば，これはyajiIaとは異なり，

「太古の礎に(aufuralterGrundlage)」基づくものである(|｢ヘルマン・ヤコービ記

念論集」屍s“62段r""""〃co6jp263)。とはいえ，その礎について本当に確かな

ことを，そしてyajilaとpnj訂との関係について本当に結論的な事柄を述べる

ことは,pnj面という言葉の本来的，原初的含意，そしてこの言葉のもとに名

づけられた祭儀行為の根本的な意味が，疑問の余地なく確認されないかぎり不

可能である。

このような状況で，しばしば最初の手がかりを得る手段となるのが語源の考

察である。しかし，蓋然性の高い，また説得力のある言語的関係を見出すこと

は，ほかでもないこの言葉においては，まさに容易なことではない。J･シャ

ルパンテイエの「p面j豆の概念と語源について(UberdenBegriffunddie

Etymologievon"")｣(｢ヘルマン・ヤコーピ記念論集」p276ff)における詳細な

考証でさえも，満足のゆく結果にはたどりつかなかった。しかもその第一の理
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由は，たどりうる最古の伝承においてこの言葉がもつ意味を，解釈学的手続き

のもとに検証し，それによって得られる成果を確かな礎として言語的解釈へと

突き進むこと，それを彼が怠ったからである。語史的問題を扱う場合には，古

いテクストのもつ生き生きとした言語活動の姿に，まずはイメージを働かせる

ことが必要である。しかし，彼の研究はそれを必要とみなさず，膨大な量の学

識と想像力とを実りなく浪費してしまう好個の例となっているように思われる

－もちろんそれは，今問題にしている当面の問いに関する限りにおいてでは

あるが。

シヤルパンテイエは，すでに以前から表明されていた推測，つまりpnj豆と

はドラヴイダ語からの借用語であるという説を支持しており，タミル語とカナ

ラ語に登場するpriCuまたはpUsu(塗りつける，貼りつける，上塗りする）

に由来すると考える。したがって,pnj面とはまず「色を塗ること」であり，

続いて，それが神像崇拝の特徴的な点であるところから「神がみへの崇拝，礼

拝」となり，そして最終的に「崇敬」の意味をもつに至ったと彼は考える。確

かに，多くの場合，神的象徴を赤で彩色することによって崇拝することは，か

なりの信遍性をもって，原始的宗教観念から導くことができる。それ故,pnja

という語と概念とを，原住民の言語と思考からアーリア人が借用したと考える

ことにも同時に内的な蓋然性が生まれる。

しかし，たとえ明言されていない（これは重要な点である）とはいえ，シャ

ルパンティエが前提としたpnjaという語の意味の展開の歴史は，さしあたり

どれほど納得のゆくものに思われるとしても，実はまったくの思弁に基づくも

のである。実際最古の資料における用法と一致させることは不可能なのであ

る。p面j颪に帰せられるいくつかの意味の中で，最初のものとして「敬意の表

明，尊敬すること」をPWが挙げているのには十分な根拠がある。それに対

して「礼拝」という意味が二次的なものにすぎないことは容易に見て取れる。

シャルパンティエの信ずるところでは，「YaskaやPaniniが,'pnjやpnj百

という語を確かに同じ意味で使っているが，これらの語の元来の意味を（シヤ

ルパンティエ自身は今日のpnj豆の概念から推測したのだが）推定することは
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もはや不可能であるという事態」は等閑視してさしつかえないと言う。そして

この事態を彼は，さらにある宗教史上の帰結のために利用しさえする(ibidp

292)。この論述箇所は，まさに彼の論証の構築物が砂上の楼閣であることをは

っきり示していると私には思われる。

もちろん，われわれの探求において，現代のpnj目から考察を出発させるこ

とはなんら損失ではない。ただし,｢puj目の最古の根本的要素として何を考え

るべきなのか」という問いだけは，明らかに，主観的憶測に傾くシャルパンテ

ィエがたどったのとは別の道をとおって解かれる必要がある。つまり「当座は

見合わせてかまわないもの」と「特徴的要素として現われているもの」との区

別は，私的感慨による判断に委ねられてはならない。そうではなく，いにしえ

の陳述の光のなかで－数千年をさかのぼる伝承を評価できるという恵まれた

状況にわれわれはあるのだから－援用しうるあらゆる手段を用いつつ，明確

な方法のもとに確定されなければならないのである。

今日行われている「大規模な」P町豆の構成要素として,J･A･デュボワ

師（唖""M"'z""s,p.149f)は次のものを挙げている。1.Avahana.神性の召喚。

2.Asana坐るべき席が整えられる。3.Swagata安全に到着したかどうか，

途上事故がなかったかどうかが尋ねられる。4.Padya､洗足用の水が提供され

る。5.Arghya花・サフラン・白檀末の加えられた水が供与される。6.

Achamania.規定通りの作法で，口を漱ぎ，顔を洗うための水が提供される。

7.Madhuparka金属製の容器で，蜂蜜と砂糖とミルクからなる飲料が提供さ

れる。8.Snanajala沐浴用の水。9.Bhooshan-abharanasya衣服・宝石・装

身具が提供される。10.Gandha白檀末。11.AkShatasサフランで着色され

た米粉。12.Pushpa.花。13.Dhnpa.香。14．Drpa.灯明。15.Neiveddya.最

後の供物は，調理された米，果物，溶けたバター，砂糖，その他の食べ物，そ

してキンマ［コショウ科のつる草。乾燥した葉を健胃･去疾剤として用いる］

である。－これらの供養が行われる前に，指先で少量の水が振りかけられる。

次いで礼拝者は，彼等の前に額ずく。
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これらがすべて古来の習俗に基づいて行われていることは，例えば

[Raml.2.25]に示されている。pdjayamasatamdevampadya-(4)-arghya-

(5)-3sana-(2)-vandanaih,pranamyavidhivaccainamprStvacaivaniramayam

(3);1.14.273cchaditastev3sobhih(9)puSpair(12)gandhaiS(10)capnjitah,

Kautadhikl4,adhy3,Satz56(edJollyp261,121f)…gandha-(10)-malyena

(9)pmjayitv面…

こうした習俗の意味についても疑問の余地はない。[Raml2.25]では，

padyaその他が礼讃(vandana)として総括されている。んⅡjではな<,

､/arc(崇める）が用いられている例:[Ram1.31.13]arcitamvividhair

gandhair(10)dhnpaiS(13)cagurugandhibhihあるいは,pnj豆がarcの手段で

ある場合:[Ram.316.6]navagrayana-(15)-pmjabhirabhyarcyapitrdevatah

ここから，さらに一歩進むことができるだろう。デュボワのpnj豆に関する

論述はその正当性を与えてくれる。偏見なく考えれば，次のことは看過しよう

のない事実である。つまりこの祭儀行為の様々な部分は，ひとつの共通する思

想のもとに基礎づけられることによって意義深い統一体にまとめられている。

そしてそれ故に，その統一体から個々の要素を取り出すことが容易なことでは

なくなっている。すなわちデュボワが描出した形式における”葱とは，饗応

さるべき客人という拝性をもつ鍼に対して捧げ、ら九る崇敬なのである。

この考え方の由来が， [Ram.1.225]の上記参照箇所からでないとし

ても’んmjの古い用法にあることは,望みうる最高の明証性を備えてい

る。[Kautl.3.11(512)]では,samnyasin[婆羅門の第四住期］の義務として，

devatapitratithipmia(神がみ，柤霊，客人への崇敬）が挙げられている。ア

ヨーデイヤー(Ayodhya)の住人は,[Raml617]では,devatatithipnjaka

として褒め称えられ，したがって[Ram228.14]にいうdevatanampitrnam

cakartavyamvidhipUrvakan,,praptanamatithmamcarityaSahpratipUjanamの

原理に従っている。つまり神がみと祖霊にならんで,pujaの名で言われる崇

敬が示されるべき対象は客人なのである。だからこそ客人は,pu]anlyaまた

はpnjanarhaとなる。[Ram152.14]rajamstvamatithiSreSthahpnjanIyah

Ov、‘,
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prayatnatah,l736fatharajaDaSarathahpriyatithimupasthitam,drStva

paramasatkaraihpUjanarhamapUjayat,[31230]pdjanlyaScamanyaSca

bhavanpraptahprivatithih.
▲▲ﾛエゾ

その一方で，ん面jではなく'arcが用いられることもままある｡[Ram.

2.48.11]priyatithimivapraptamnainamSakSyantyanarcitum(cfオデユツセ

イアを56fger"',0""028"‘ぐ皆ぴて',066'eiバαぽ①しぴ錦E〕ﾉ畝90i,掌"o】ﾉdで"刀びα[)

また一方では，デュボワがpmi訂の個々の構成要素として挙げており，客人

に示されるpniaをより具体的に特徴づけるいくつかのキーワードがある。そ

の幾つかにおいてこれは自明のことである。padyaその他の語は，その性質か

らして，到着する客人に差し出される事物のことを言う。その他の個々の場合

においても合致することを明示するために，以下の箇所を挙げておきたい。

[Raml4721]pujamcaparamamkrtvasopadhyayahsabandhavah,prarijalih

kuSalamprStva(3)ViSvamitramathabravTt,[1.10.1719atanamtutatahp町訂m

rSiputraScakaraha:idamarghyam(5)idampadyam(4)idammmlamphalamca

(15)nah,[152.3,4]upaviStaya(2)catadaViSvamitrayadhlmate,yathanyayam

munivarahphalammlam(15)upaharat.pratigrhyatutampmjam…,[15216f.]

phalamnlena(15)bhagavanvidyateyattavaSrame,padyena-(4)-acamanlyena

(6)bhagavaddarSanenaca,sarvathacamahnpr乖apmjarhenasupUjitah,

[2146f]samaninaya…,tanveSmananabharanair(9)yatharhampratipnjitan,

[2324ff]tamagatamvedavidampraiijalih…abhicakramaRaghavah…，

jatarnpamayairmukhyairangadaihkundalaihSubhaih,sahemasntrairmanibhih

keynrairvalayairapi,anyaiScaratnairbahubhih(9)Kakutsthahpratyapnjayat,

13.12.31]evamuktvaphalairmUlaih(15)puSpaiS(12)canyaiScaRaghavam,

pnjayitv豆…(cf[3122]),[33137]tamsvayampmjayitvatuasanena-(2)-udakena

(4,5,6or8)ca,[3.3540]sasvayampUjayitvacabhojanena-(15)-udakena(4,5,

6or8)ca

最後に挙げた詩句などは，シャルパンテイエの態度がいかに窓意的であるか

を明白に示してくれるだろう。「まさにこのこと（食事をさしだすこと）が，
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pnj目の元来の意味として内在するなどという考えをわれわれに強いるものは

何一つない」（同,p256)と彼は主張し，そのうえあたかも否定的証拠を見つ

けたかのように振る舞うからである。

それでは，シャルパンテイエが同じ箇所で言う「すべてのpnj目の特徴的要

素として現われる」もの，つまり「水ないし蜂蜜，発酵乳，糖液などを用いて

…神を洗うこと，そして，たいていの場合，人目を惹<赤や黄色をした，ある

種の軟膏や粉，オイル状の物質を用いて塗布ないしすり込むこと」はどうなる
（1）

のだろうか。明らかに，洗うこと（沐浴すること）などの類は，高貴な客人が

到着した際に通常行われていた習俗から導くことができる。その客人に（沐浴

後に）オイルと軟膏を塗りこむよう渡すという説は，ともあれ受け入れること

ができるであろう。この習慣が古代から存在したことに対する疑念を完全に払

拭するために，一例として,[AV96.11]yadafTjanabhyailjanamaharaty

ajyamevatat(彼が［客人に］オイルと軟膏をもってきたなら，それは供犠用

バターである）を指摘しておこう。オイルの塗布は，真新しい衣服と装飾品の

提供と同じく，沐浴の行為の一部であった（デュポワ,p9)。しかしまた，顔

料を塗ったりすり込んだりすることは，この装飾の構成要素でもあったはずで

ある。

なぜなら,Srtョはその宮廷生活において,angaraga(赤の身体用顔料）と

raktacandana(赤の栴檀膏）を常用していたからである。[Ram.2.339]

angaragocitamSTtamraktacandanasevinrm.同様の例は[Ram2.42.15]yah

sukhenopadhaneSuSetecandanarnSitahまた例えば以下の例も参照のこと。

[Ram2785f]…kubjasarvabharanabhnSita,liptacandanasarenarajavastrani

bibhratr,[282.2]vastranragaprabhayadyotitas3sabhottama,[33827]

divyacandanadigdhangandivyabharanabhnsitan

今の文脈で特に注目に値するのは,Bharadv3jaの宴で豪勢に歓待される

Bharataの兵士たちが，「赤栴檀膏に赤く染まって」輝いているという記述で

ある。[Ram2.9158]raktacandanarnSitah

ある種の機会に，まさに赤またはその他の輝く色が，その厄除け効果のため
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に（これに関してはツアハリアエ,WZKM17,p.214を参照）装飾として好

まれたかどうかという問題は，それゆえ,pujaにおける赤い粉と軟膏の使用

とはそもそも全く関係がないのである。元来，ここで重要なのは，高貴な客人

を崇敬する装飾そのものである。ある種の祭儀において，赤い色を他の目的に，

例えば血の代用として使用したのかどうか，そして，後にそれもまたpnj豆の

概念のもとに包含されていったのかどうか，あるいはまた，本来のp面j豆のな

かへ原始的な観念と慣習が投影されていったのかどうか－これらの問いは，

それ自体が極めて高い関心を惹〈ものである。それらに満足のいく最終的な解

答を与えるためには，根本的かつ綿密な研究が必要であるが，それは今日のイ

ンドの宗教に通暁する人びとにゆだねなければならない。

いずれにしても,pmj訂の語根と，太古の慣習とはなんら関わりをもたない。

しかし，おそらくは，すでに古い時代から，膨大な経費をかけて祭司のみによ

って執り行われていた荘重な火の供犠よりもずっと大衆向けのものであったで

あろう。とりわけ，宗教的精神世界の下層に属する神性を讃えるのにふさわし

いものであった。ドラヴイダ族の影響を直ちに考える必要はない。特殊な神が

みに対する崇敬，亡霊や悪霊への信仰，魔術の観念などが，アーリア人のあい

だでも一般的であったことは確実である。日常生活のなかで，それは以前から

疑いもなく重要な役割を担っていたのである。これに関してはR.ピシェル，

GGA1894,p.419とp.423以下を参照のこと。

[RV675]－補遺された歌である－は，武器の礼賛に捧げられている。そ

の15行目では，明らかにこう言われる:idam…iSvaidevvaibrhannamah(こ

こに神の矢への高い崇敬がある)｡[AVl.192]では,daivTrmanuSyeSavo

（神の力を持つ人間の矢）という言葉で矢が荘重に呼びかけられる。

[AV5.20,5.21]と[6.126]では，戦の太鼓が歌われる。そして[521.3]

では，その太鼓に溶けたバターが垂らされる(ajyenabhigharitah)とある。

[AV.6.131]では，神がみと王たちと農場主の武器に対して崇敬が捧げられ

る(namodevavadhebhyonamorajavadhebhyah,athoyeviSyanamvadhas
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tebhyah…)。[RV.64726-28]においては，戦車が称揚され，呼びかけられ

る。それを供物で崇敬するのである([V271haviSarathamyaja,[V28]deva

rathapratihavyagrbhaya)。

武器を「神的」なものとして崇敬することが，究極的には，原初の「呪物崇

拝的」観念に源をもつことは明らかである。しかし同時に，それが高次の神が

みへの奉仕に由来する形式をとって執行されることも見逃せない。namas，

ajya,havis,yajは，そもそも原初の祭儀慣習と，つまり迷信的な共感魔術とは

何ら関係のない概念であることを示している。要するに，魔術的実践が多少な

り．とも暖昧になって，高次の祭式のなかに侵入するだけでなく，逆にまた，高

次の祭式の要素が沈下したり，古来の呪物が「天上」の位へと高められうる，

ということなのである。

ラーマーヤナで，諸王からpnjヨを受ける弓のことが述べられるとき，

([1.676]idamdhanuh_PUjitamsarvarajabhih(cf[1678])),あるいは，全世

界から「崇敬」される天上の二張りの弓のことが言われるとき([1.75.11]ime

dvedhanuSTSreSthedivyelokabhipmjite),ここでわれわれは類似の現象に対

I寺しているのではないかという強い疑念が浮かんでくる。それは無条件に肯定

せねばならないだろう。[Ram131.12f]tad...dhanuh…豆yagabhntammpates

tasyaveSmaniRaghava,arcitamvividhairgandhairdhnpaiscagurugandhibhih
（2）

（この王の館で，供犠の対象となり，幾多の［花の］香料や，沈香の香りのす

る香煙によって讃えられる，この弓よ）の箇所において明らかに分かるのは，

それは元来，客人として饗応された天の住人に与えられる崇敬の形式であって，

粗野な魔術などではないということである。

祭司の道具類は，兵士の武器よりも独立した崇拝の対象となりやすい。とり

わけ，太古より神の役割を演じてきた犠牲柱(ynpa)がそれである。[RV3.8]

の詩人は，そのために独自の頌歌を捧げている。彼によって，犠牲柱は「天上
（3）

のもの」と呼ばれる([V6]dev3sah)。犠牲柱は「神」の蜂蜜を塗られる

([Vl]aiTjantitvam.…vanaspatemadhunadaivyena)。そして祭祀用の匙が与
（4）

えられる([V7]yatasrucah)。若く，美しく飾られ,[聖紐を］巻かれてこち
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らへやってくる([V4]yuvasuvasahparivltaagat)。ここでもまた，高度な祭

式の崇敬形式が借用されている。

これと同じか，あるいは非常に類似した崇敬が，ラーマーヤナでp面j訂と呼

ばれている。[1.1427]3cchaditaste(ynpah)vHsobhihpuSpairgandhaiSca

p面jitah.

しかも，黒魔術において同じ名前(pmja)に出会いさえする。ある種の魔術

においては,21個の小石を積み上げ，蜂蜜とギー［水分を蒸発させて精製した

バター脂肪］を（火のなかへ）注ぎ，そしてその小石を芳香と花環で「崇敬」

し，埋めるべし，とあるのである。[Kaut.14356(26121f)]tatogandhama-

lyenapnjayitvanikhanayet.pnj訂の本来的形式の原初的特徴というものがもし

どこかに存在するとすれば，それはまさにここに現われているのではないか。

しかしここで小石に対して為されていることは，実に不適切で，明らかに濫用

である。実際になぜそのような行為に至ったのか，それを的確に説明している

のが,[AVlO64]hiranyasragayammanih…grhevasatuno'tithih(この魔除

け石が，黄金の環で飾られ，…客人としてわれらの家に留まらんことを）の一

文である。

以上の論述のなかで引いた資料に基づき，暫定的に､/pujの「根源」として

挙げうるものを，次のように提示することができよう。

1．〔客人または到着者を〕客にふさわしい歓待（挨拶，淋座の提供，洗

足，沐浴，荘厳，疲れを取る飲食物の提供）によって崇敬すること，深

い敬意をもって迎え，饗応すること。

2．〔神を〕客人として（到着する客人に対して通常行われている形式の

もとに）崇敬すること。

3．〔神的存在として崇敬される対象：武器，供犠用具，または魔術の道

具などをも〕花や芳香，荘厳などによって（あたかも神がみに対するか

のように）崇敬すること。

最初の項目については，「崇敬すること」の一般的な意味を付け加えなけれ
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（5）

ばなるまい。それは例えば,[Pan2161]sanmahatparamottamotkrStah

p[ijyamanaihの前に置かれておりsat,mahatparama,uttama,utkrStaなどの語

は，崇敬される〔諸概念のための語〕と組み合わせられている。つまり崇敬さ

れる王がmaharajaなどと呼ばれるのである。[Nir.318]simhovyaghraiti

p面1豆v面、§v豆kakaitikuts5vam(崇敬が〔意図されている〕とき，彼は獅子で

ある。彼は虎である〔とひとは言う〕)。一方，誹誇の場合には，彼は犬である，

彼は烏である，となる。[12.7]ekasyaevapujanarthebahuvacanamsyat(単

数形[Usas]の複数形[[RVl921a]のuSasah]は,[それを〕崇敬するた
（6）

めに用いられた可能性がある。[Ram.16911]…diStyamepUjitamkulam,

Raghavaihsahasambandhat([幸運な〕摂理によって,Raghaの子孫との姻

戚関係に基づき，わが家は崇められている)｡[39.27]deSadharmastu

pnivatam(この国の徳が守られんことを)。

叙事詩的テクストー例としてラーマーヤナの最初の三章(kanda)をとった

-を,んEjの使用法という観点から通覧するとき,1の用例が他を凌駕して

最も多いことが直ちにわかる。lと2の意味における用法と，単なる「崇め

る」とのあいだにも，またその周辺にもいくつかの用法が存在するし，必ずし

も「滞在する」というたぐいの意味での用法がそこから除外されはしないので

ある。

客人と神性との次にpuj瓦の対象となるのは，とりわけ婆羅門である。

[Ram.2109.31]…dvijatidevatatithiP町anamcapanthanamahustridivasya

santah.第一に，特別な崇敬を受ける客人であるかぎりはそうである。

(3.4633)dvijativeSenahitamdrStv3Ravanamagatamsarvairatithisa-

tkaraihpmjayamasaMaithilr(cf[3472]brahmanaScatithigcaivaanuktohi

§apetamam,itidhyatvョ…S丁個vacanamal)ravTt)次に，彼が典型的な客人であ

る場合，例えば供犠のために招かれた祭官(Rtvij)(例えば[Raml87])と

して，あるいは請願する賢人(muni)(例えば[ll855])としての場合が挙

げられる。そのようなものとしての客人は，まさにpmjarha([15217],

[1538])，またはpnjya([3.85]，[224291)と呼ばれる。
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しかし，神性へのpnj面の場合には，荘厳を施すことや食事や飲み物を提供

することが本質的特徴として感じられており，それは当然ながらすぐさま一つ

の祭儀へと発展する。それが実施された時には，もはや饗応の観念は色あせて

いくのである。同じように，婆羅門へのp面J訂の場合は，崇敬が本質的特徴と

なる。例えば，婆羅門の到着の際に座席から立ち上がること([Ram2524]),

あるいは礼儀正しく別れの言葉を述べること（例えば［1.26.32])，あるいは

また婆羅門にうやうやし〈対応することそれ自体に，そうした崇敬の表現が見

て取れる。ラーマは,brahmano'srtipnjyome([R3m.1.76.6])と釈明して，

R5maBhargavaに対して死の矢を放つことを拒むのである。

敬意を示すこと，特に敬意に満ちた挨拶をすることは，尊敬するに足るすべ

ての人(guru)に対しての義務である。[Ram2.3116]dharmaifiia

gurupmjayamdharmaScapyatulomahan,つまり父に対して,[17721]pitaram

devasaml<訂§amPmjayamasatus(畏敬に満ちた挨拶をした)tada,母に対して，

[22125]yathaivarajapnjyas(敬意を示されるべき)tegauravenatathahy
（7）

aham(母),年老いた人びとに対して,[2.ll4flvrddhanampratipUjakah(敬

意を示しつつ）,…sanukroSojitakrodhobrahmanapratipUjakah,[2209]so

paSyatpuruSamtatravrddhamparamapUjitam(極めて敬われ),upaviStam

grhadvari－とりわけ，父の友人である場合には,[3144]satampitrsakham

matvapmjayamasa(畏敬の念を以て迎えられ)Raghavah-,あるいは，王

侯の父より伝わる顧問官たちに対して,[2101131tadidam§誌vatamPltryam

sarvamsacivamandalam,pnjitam(崇められ，敬意を受けるにふさわしい）

puruSavyaghranatikramitumarhasi.そして－ある意味では二重の理由で－家

族のupadhyaya(親教師）に対しては,[2.100.9]sakaccidbrahmanovidvan

dharmanltyomahadyutih,IkSvakUnamupadhyayoyathavattatapnjyate(畏敬

の念をもって対応する）のであろうか。

妻は夫を崇める。[Ram.2.39.30]…bhartaramkanapUjayet.彼女は，彼に

軽蔑を示してはならない。なぜなら夫は妻の神性だからである。［2.39.311-

aryekimavamanyeyamstriyabhartahidaivatam.この独特の考え方には，夫
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へのpnj豆における，ある種の祭儀上の特徴が観察される。花嫁が夫の足の親

指に赤い色を塗布するのもまた，この事柄に属する（シャルパンテイエ，同，p

289)｡

[ASvGS1241ff.]によれば，崇敬をもって歓待すべき対象がある。それ

はすなわち，供犠を営むために招いた聖職者たち（1），学問研讃を終え
（8）

(snataka),[願いごとをもって］近づいてきた婆羅門(2),教師（豆carya),

義理の父，父ないし母の兄弟（4），そして王に対して（3）である。最後の

項目に関しては,[Ram1.52.14]satkriyamhibhavanetampratlcchatumaya

krtam,rajamstvamatithiSreSthahpnjanlyahprayatnatahを参照されたい。こ

の方向性においては，王は,pUjya[Ram3.40.14]またはpnjanlya[3.119]

である婆羅門とひとしく，「尊ばれるべき者」そのものとなる。

しかし，崇敬のモチーフは少々異なる。たしかに王はそれ自身「崇めるにふ

さわしい」(guru)ものであるが，しかし人びとから畏れられるのは，婆羅門

の場合のような([Ram3.472])呪いではなくて，王が告げる罰ゆえである。

王が崇められるのは，神聖な力をもっているからではなく，王が権力者であり，

公正で，慈悲深いがゆえである。[Ram3118fldharmapalojanasyasya

SaranyaScamahayaSah,pdjanlyaScamanyaScar率dandadharoguruh,
勺制

[340.13f]auSnyamtathavikramamcasaumyamdandamprasannatam,

dharaVantimahatmanoraianah…tasmatsarv3svavasthasumanyahpUjyaSca

nityada.怒りと慈悲を正しく分け与える王の公正さは，まさに，彼が「崇めら

れ，尊敬される」ための条件となっている。[3.3321]nayanabhyamprasupto

v3jagartinayacakSuSa,vyaktakrodhaprasadaScasarajapUjyatejanaih,

[Kautl413(65)]yatharl'adandahpnjyah

神がみに対し崇敬として行われるpnj颪は，神がみの住まいに向けられるこ

ともある。[Raml7712f]mangalalapanairhomaihSobhitahkSaumavasasah,

devatayatananyaSusarvastahpratyapnjayanそして苦行者に対し敬意として

示されるp面j豆は，彼らの庵に向けられる。[14815]aSramodivyasamkaSah

surairapisupnjitah[Kaut135.14(252.16)1sarvadevataSramapnjanamca､.
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karavet.神的な存在は，そこに在ることによってすでにその場所を「崇められ

る」場所とする。だとすれば,[Ram.314][tapasaSramamandalam]pnjitam

copanrttamcanityamapsarasamganaihについては，次のように訳すのが最も

適切であろう。「つねに栄誉に浴し，天女の群によって舞踏の場所として用い

られる，いくつもの森の庵」と｡mantrinomantraptijitah(IRam2113.2])と

いう表現における形容訶mantrapnjitaは，註釈者の説明によれば，「困難な懸

案を考量する際の決断者として崇められる」という意味である。私の考えでは

それはあまり説得力をもたず，せめてむしろ「(神的存在としてイメージされ

た)mantraにより（それが姿を現すことによって）栄誉を与えられた，

mantraの通暁者(VasiStha,Vamadeva,Jabaliが念頭に置かれている)」とい

う意味を考慮に入れたい。

崇められる人を荘厳するということが，客人を讃えること，ひいては讃える

ことそれ自体に属する事柄なのだとすれば，「荘厳する」と言うべき場所で，

時には「讃える」の語を用いることがあるかもしれない。[Ram23.13]

antahpurasyadvaranisarvasyanagarasyacacandanasragbhirarcyantam(着飾

るべきこと)dhnpaiScaghranaharibhihそうであるからこそ，そして例えば

「色を塗りつける」などの意味が元来存在したからではなく，んnjは，

12.2616]…hastr…§rlmansarvalakSanapmjitahというふうに用いられるのであ
フ

勺o

全く一般的な言い方をすれば，崇敬とは来訪者を満足させるものである。人

は来訪者の望みを満たそうと努める。[Ram2.70.6]dntanuv3caBharatah

kamaihsampratipnjyatan,[1779f.]praviveSagIhamraja…,nanandasvajanai

rgjagrhekamaihsupnjitah(cf.[28418]aSamsesvaSitasenavatsyatyenam

vibhavarrm,arcitovividhaihkamaih&vahsasainyogamiSyasi)かくして客人

は喜びを得る。[169.18]uvRsaparamaprltoJanakenabhipIIjitah.

ここから，「ある人を〔望みをかなえることで〕満足させる，喜ばせる」と

いう意味へと展開するにはほんのわずかな一歩でよい。[Kaut.93.37(21023)]

_pratipannam(同意した人を)iStabhiprayaihpmjayet,[1.13.15f(1512)]
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tuStanbhnyahpmjayet.atuStan…prasadayet,[Ram21822]eSamahyamvaram

dattvapuramamabhipnjyaca,sapaScattapyater乖,[12422ff]tatodeSasya

suprrtovarampradadanuttamam".deSasyapUjamtamdrStvakrtamSakrena".

[Pan4.1l63]に対する[Vartt3]vrddhasyacapnjayam(pUja[を望む〕な

ら，〔術語としてのvuvanが〕老人にも〔与えられる〕ということが〔教えら

れているべきであった〕）の箇所について,Patanjali(p2651.24)は,ka

punarihapnja(しかしここでpnj豆とは何の意であるのか）という問いを立て，

次のように答えている。yuvatvamlokarpsitampmjetyupacaryatetatrabha-

vantoyuvatvenopacaryamanahprrtabhavanti(pUja(満足を与える，喜ばせ

る）として，［汝は］若いと告げられることが，人びとのあいだで望ましいこ

とと見なされている。栄誉にふさわしい人びとは，若者(yuvanという名をも

つ者）として扱われるとき喜びを味わう）。Yaskaが,[RV4.572d]rtasyanah

patayomrlayantuに対-する注釈[Nir.10.16]で,mrlayatirupadayakarma

pnjakarmava(動訶皿dayatiの行為は「同情」あるいは"pmja''を表現する）

と述べるとき，意味の第二の可能性として，皿layantu=pmjayantu二「〔われわ

れの望みをかなえることで〕喜ばせてもらいたい」という図式になる，という

ことを理解しなければならない。
⑫

「〔愛すべき神([Raml736f],[3.1230]など),友人([1.1116f])]を客人

として敬い，歓待する」という意味からは，「歓迎すべき，望まれる」という

意味でのabhipUjitaの用法を導くことができる。[Ram1.5222]yasyayasya

vathakamamsadrasesvabhipniitamtatsarvam…abhivarsa(六種の味覚のう
ソ △ず

ち，それぞれの人の望みに応じて歓迎されるもの，そのすべてが降り注がんこ
（13

ル券…）
ー、-－／

P呪は,pui訂に関しては，客人として歓待することへの関係を特に強調し

てはいないが,pniaVatiに関しては「畏敬の念を示す，敬う，尊敬の念をもっ

て対する，敬意をもって迎える」といった意味を記している。それに対して反

論できるとしても，最後に挙げられた意味が最初に言われるべきだ，という程

度のことであろう。同様に，「歓迎する」は,prati+pEjayatiの第一義であ
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るべきである。abhi+pnjayatiを「ひとを敬意にあふれつつ迎える，－歓

迎する，敬う，称揚する」とする記述については異論の余地はない。いずれに

しても,pnj訂とは，元来「客人に敬意を示すこと」であり，そしてこの点か

らその他の用法も容易に理解できることについては，上述の論証から十分な蓋

然性をもたせることができたと信じる。たいていの場合は，理論的に展開させ

る必要はなく，主要な意味と副次的意味とのあいだの中間段階を，つまり狭義

の用法からより自由なそれへの移行を，テクストの陳述それ自体から読み取る

ことができるのである。

ただし，「客人に敬意を示す」という意味が「敬う」という意味よりも古い，

という点についての充分に説得力ある証明は，「客人に敬意を示す」という意

味でのpn値について，それを確証する語源が発見されたとき，つまりW･シ

ュルッェがかつて語源学者の使命として記した，「言葉を生み出した印象をも

う一度生き生きと蘇らせること」（｢小論集」p117)に成功したときにこそ，

ようやく提示しうるのである。

「pnjaに関してアーリア的起源を考えることができない」（同,p284)シヤ

ルパンティエとは異なり，私はそれを極めて可能性が高いと考えている。この

概念は「非アーリア的なもの」をまったく含んでおらず，それ自身が属する言

語で表現できないようなものを何一つ含んでいないのである。むしろ逆に，

[Ram.1.1015]karisye…pujam…vidhip[irvakam(規範が遵守されるように),

[1132]nyayatah(規則にしたがって)pratipnjya,[1.49.22]pUjam.…vidhivat

（規範が示すとおり)prapya(cf[33539]sa…samagamyavidhivattena...

arcitah,[3.74.7]padyamacamaniyamcasarvampradadyathavidhi),[256.17].¥

pmjayamEisadharmavit(dharmaに通暁するものとして),[150711…arghyam

豆dayasatvaram…ViSvamitrayadharmenadadaudharmapuraskrtam,

pratigrhyatutampUjam,のような表現は,pnj豆が婆羅門の慣習における規範

を充足するものとして捉えられていたことを，すでにそれだけで実に明確に示

しているのである。
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この論証の正当性はまた明らかであった。何か実例を挙げるとすれば，すで

に引いた章句[ASvGSl.24.1ff]で，客人の出迎えに関して比較的厳密な規

範を述べている。この歓待が向けられるべき人ぴとに関する記述も（同，p

ll6参照),またその歓待の個々の要素に関する記述も([ASv.GS.1.247]

viStara,pEidya,arghya,acamanIya,madhuparka,go),pnjaについて確認しうる

事柄と見事に一致する。

G.S.の一節はこう始まる。rtvijovrtvamadhuparkamaharet(供犠の祭司を

選んだなら，その人びとに蜂蜜の混合物を差し出すべし)。事実，蜂蜜の混合

物を提供することは，その行為が今一度言及される[124.7ff.]の箇所で強調

されるように，順序として最優先されてはいない。それは躰座の提供と洗拭に

続いて行われる。しかし明らかに，この行為はとりわけ特徴的なものとして感

じられており，それゆえにこそいわば見出しのなかで言及されるのである。

[ASvGS124.1]…madhuparkamaharetという箇所は，まさに次のように

書き換えることができるだろう。すなわち「〔上述の7つの部分から成る〕客

人への敬意を示されたし｣。つまりpnjamkuryat,またはより正確に,pujam

upaharetと(cf[R5ml5151upaharatpUjam)｡

蜂蜜入り飲料の提供は，「客人として歓迎する」という意味のp面j豆が創造さ

れるに当たって，「言葉を生み出す際の印象」としての役割を担ってはいなか

っただろうか。そしてpnj訂は,-parkaと同じ語根に帰せられるのではないか。

parkaは，んrC「混ぜる」に属し,RVでは現在形pmakti,複数形pmcatl,

AVでは主題的にも*prfIcati(命令形prfica[AV94231,現在分詞pmcatT

[18.450]）を形成している。

[Pan3135ff]に記された語形中,-ayaによる現在形の語幹，現在完了，反

射態現在，そしていくつかの「語根」について,janayamakar型(Schwarzer

YVのみ，また拙論「パーニニとヴェーダ(PaniniandtheVeda)｣pl5),ま

た,cakara，vidamkurvantu,bibhayamcakara,bibharamcakara,kasamcakre

などの型の腕曲的形式を形成しているのと同様に，現在形の語幹pmca-につ

いても,*pmcamakar,pmcamkarotu,*prflcamcakara,cakreのような形式を，
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可能性として仮定できる。しかし,*prficamについては，ここで前提とした

母音間でのncの発生が，たとえわれわれの知る方言には存在しないとしても，

民衆の言語のなかで,*puficam,*pumjamj*pujjamといった中間段階から

P面j豆、になったのだということは想定して差し支えないと思われる。いずれに

せよ，この小さな困難は，極めて高い確率で，単に古代の様々な方言に対する

われわれの無知から生じているのであり，それがここでの深刻な障害とみなさ

れるとは考えられない。

ここで述べた推測に対して,pnj豆は実にしばしばハギの目的語として現わ

れるという事実が見事に当てはまる。起源的に娩曲的な言い方であるp面j豆、

ハエ（〔人のために〕混ぜ物を作る）から，後に名詞pⅡjヨ「客人に敬意を示す

こと」が抽出され，それに加えて，名訶由来動詞pnjayati「歓迎する，敬う」

が，そしてさらにpUjana(パーニニでは常に形容訶）が造られたのである。

形式上の類似を示しているのが,cintaとその名動詞cintayatiである。とい

うのも,cintaは,pmjﾖが*prficam'krに帰せられるのと同様に,cintam

､rkrに起源をもっているはずだからである。ただしこれ自体は,*pmcam

､/krがpmcatiに基づいているのと同様に，現在形*cintatiに基づいており，

それはたしかに現存していないのだが,awcinat-(接続法6ina63maide

[Vrl2,4]によって証明される。かなりしばしば起こるように,tが誤ってβ

となっている）から解明しうる。つまり，例えばヴェーダのvindatiとアヴェ

スターのvinadが対応するように,*cintatiとアヴェスターのcinat-が対.応す

るのである(vmastlY31.15など)。

またpnjaという語が，民衆語の音成態を示していることも完全に予想通り

である。客人を迎えるのは，婆羅門ではなく，家の主人ないしは女主人（例え

Ijf[Ram1.515])であり，また天上人にpuj目を示すのは，婆羅門のみではな

く，女性も含めた信者一般（例えば[Ram220.14],[19.L7712f1,[2.2428f])

である。そして，高次の祭儀の#'''性だけではなく，まさに低次の祭儀における

神性もまたpnj豆を受け取るのである（同上plllff)。

こうして，荘重なyajila－そのますます複雑化していく実践は，困難な学
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業の修了を義務づけられた聖なる人びとに委ねられることになる－と，他方，

最も簡素な場合には一掴みの花束とⅢに一杯の水で事足りるpnj目とは，冒頭

で言及したSt.KonOwの見解とは異なり，一つの同じ基礎の上に立つものなの

である。つまり招かれた神性を歓待するという思想に基づくものなのである。

例えば[AV9.6]において，客を歓迎する個々の段階が，供犠のそれと神秘

的に等置されるとき，例えば,[Manu370]において,nryajfIo'tithipnjanam

（客への敬いとは，人間に捧げる供物である）と言われるときには，根本的に

は,yajiiaとpnjaの元来の意味によって実際に与えられている関連性が人工

的かつ不完全に再現されているに過ぎないのである。特筆すべきことに，この

元来の意味は，聖職者的思考の呪縛に完全に陥っていくyajiIaにおいては，い

ち早く決定的に背後に退いていき，神秘的な力によって惹起された魔術的行為

としての供犠という考え方に場所を讓っていくのである。そしてその一方で，

今日のpnjョの形式は，本来の内容を実に明白に伝え続けているのである。

註

(1)沐浴用の水としては，とりわけ祭儀的な機会には，芳香をもつ物質を加えるのが

常であった。例えば,[Ram2658]haricandanasamprktamudakamkafIcanair

ghataih,aninyuhsnanaSikSajiiah…を参照のこと。

（2）これは，百yngabhntaの意であろう。注釈も同様である:yajanlyadevatabhntam

ityarthahPWがayagaのものとして提示する「供犠の贈り物」という意味はお

よそ不可能であろう。

(3)[AitBr224]によれば，溶かしたバター(3jya)とともに。

（4）若さ，すなわち若い外観は，おそらく軟膏を塗った結果である。例えば,[RV.

108543]2jarasayasamanaktvaryam5(君（花嫁）が，年をとらずに（つまり若

く）あるように，aryamanが君に軟膏を塗りたもうことを）を参照のこと。拙論

「リグヴェーダにおける異人(FremdlingimRgveda)｣P125を参照せよ。

(5)[21.62]とともに,これはパー ﾆﾆにおけるん面jの意味の最も重要な箇所で
ある。

(6)1の意味を,[Nir514]udakampuskarampUjakaram".(puSkaraとは水である：

彼はp面j豆（水を用いた挨拶）を遂行する……（したがってpuSは,p両目に等しい

ものとしてある)）に認めることができる。

(7)cf[Ram2.101211yavatpitaridharmajiTagauravamlokasatkrte,tavad

dharmakrtamSresthajananyamapigauravam

(8)[Kaut.53.20(14523)1._ZcgryZvidyavantaScapnjavetanani(報酬としての崇敬
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の贈り物)vatharhamlabheranいわば[ASvGS1.24.2]と[4]の軌範の拡張で

ある。

(9)[Raml4810]tamdrStv5munayahsarveJanakasyapurrmdubhEIm,sadhusadhv

itiSamsantoMithilamsamapnjayanにおいて言われているのは，賛意としての歓

迎であって敬意によるものではない。これに関しては,[1810]tatahsadhvititad

vakyambrahmanahpratyapnjayan(賛意を示して歓迎した，賞讃した),[11220]

［276.12]，［3205］など，それから[1.26.27]sadl1usadhvitiKakutstham

suraScapyabhipmjayan(賛意を示して歓迎した，祝福した),[13419]

[L4920],[32616]などの箇所を参照のこと。[Paninil494]suhpdjayamで

は，おそらく「もし賞讃が〔表明されているなら]su[とは一つのkarmapravaca-

nlyaである〕」と言われている。それに従って,[Nir321]astirabhipUjitah

svastrti(誉められたる息子は,svasti[と呼ばれる])。地理上の概念が，「崇

める」という一般的な意味での､/p可の対象となると単純には見なせないことは，

[Patahjalil,p.105,L8f]が教えている。…Galavagrahanamtasyapnjartham

deSagrahanamcakrrtyartham(…その者のために，その者を崇めるためにG51ava

([Panの名が挙げられる。そして土地([411601)を褒め称えるために，その名が

挙げられる)。

(10ShamaSastry,第2版,p.23,1.12｡M.とともにJollyは,bhUyahではなく

arthamanabhyamという読み方を採っている。私としては上掲の方を，いくぶん難

解ではあるが，もし正しく理解しているとすれば，より特徴的な読みとして優位に

おきたいところである（｢満足した人びとをさらに満足させるべし」と)｡Jollyが

挙げたものは[Kautl.11.29(131)]に基づくもの思われる。

(11)pnjayet-prasadayetの対応を,[RZim22520]nrmamsabhojan3raudrayecanye

sarvajatiyah,macatvamhimsiSuhputramayasampdjitastvihaの箇所の解明に用

いるむきもあるかもしれない。たしかに理解不能ではないとはいえ，そのような偶

発的な思考からは,pnj豆がそもそも元来は魔除け的性格をもっていたことを帰結

するには至らない。

(13cf[ParGSlal]Sadarghyabhavanti:ncmyah…privah…．iti

(13分詞の現在的意味と属格を用いた構造は,[Pan32188](vartamanel23ktah

187)matibuddhiPUjarthebhyahと[2.367](SaSthT50kartrkarmapoh65)ktasya

cavartamaneの用法と一致する。

＊本稿は，PaulThieme：IndischeW6rterundSittenl，pZZ液.2．sαr"3．P颪li

Pα"""“γα4."z""rg,p"",pα"或如uswZDMG93.1939,S.105-137.の中から，

1."虹の部分のみの翻訳である。なお原文で表示されているヴェーデイックのア

クセント記号は，本誌の読者には却って煩雑になるであろうとの判断から省略して

いる、
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